
令和４年度 研究調査部Ⅱ  実践報告 

 

１ 今年度の県のテーマに関わって  

 「見方・考え方を働かせ、数学的に考える児童

を育てる指導の在り方」というテーマのもと、２

つの重点をおき研究を進めてきた。その内、研究

調査部Ⅱでは，重点２である「主体的・対話的で

深い学びの実現に向けた授業改善」に焦点をあて

研究を行った。 

 

２ 調査部Ⅱの活動概要  

 令和の日本型教育を受け、子どもの興味・関

心を深め、「個別最適な学び」「協働的な学び」

を実現できる教材や、授業の在り方について考

え検証し、実践事例としてまとめていった。 

 

３ 活動の詳細  

 「個別最適な学び」「協働的な学び」をどのよ

うに実践していったのか、具体的な実践事例を

もとに紹介していく。 

（１）個別最適な学び 

◆利用する既習事項を個のタイミングに合わせて

得られる ICTの活用 

小学校第６学年（大日本図書 教科書ｐ136、137） 

読み取る力をのばそう「どの行き方がいいかな」 

 

きぼう町から，となり町の図書館に行くのに、次

の図のように、乗り物を使ったり，歩いて行った

りする方法があります。次の５人の条件にあう行

き方を考えよう。また，そのときの代金とかかっ

た時間も求めよう。 

 この問題に取り組むため、本時の前段階で、児童

とこの単元で活用していける武器として「樹形図」

を共通理解しておく。場合の数に関する問題がでた

ら、「樹形図が活用できるかもしれない」と考えられ

るように普段の授業からキーワード化しておくこ

とが、活用場面で利用できる武器になる。さらに、

課題化の前に、既習内容で活用できそうなことを児

童と共通理解しておく丁寧さも大切であった。ただ

し、本時では、場合分けに「道」以外の「時間」と 

 

「金額」が関わってくる。普段の樹形図を少し工夫

しないといけないところに難しさとおもしろさが

ある。そこで支援として、樹形図の活用が難しい児

童に、教師がタブレット上で準備しておいた樹形図

を必要に応じて見られるようにしておいた。課題の

後から、タブレット上で見られるようにしておくこ

とで、個にあったタイミングで利用できる。また、

レベルに応じて、線だけかいてあるもの、穴埋めに

なっているもの、全部書いてあるものなどを用意し

て、指導の個別化を図ることもできた。 

 

◆家庭学習と授業をつなぐ授業展開と ICT 

小学校第４学年（大日本図書 教科書ｐ154） 

ふくろう先生のなるほど算数教室 

          「曾呂利新左衛門のほうび」 

 

 教科書にある曾呂利算に取り組んだ後、授業後半

には、いろいろな和算問題を扱った。和算とは、江

戸時代に日本で独自に発達した算数のことである。和

算は、庶民から武士までの大勢の人に広まり、日々の

生活に活用するだけでなく、趣味としても楽しまれ、

一つの日本の文化として発達していった。小学校算数

においては、大日本図書の教科書に限らず、多くの教

科書で取り扱われ、現代の算数においても、その有用

性は強く感じられるものである。和算は、今までの

人々が築き上げてきた日本の文化を感じ、楽しむとと

もに、高度な方程式や図形の問題にもつながる学びと

して、非常に価値のある教材であると感じる。 

本実践では、「曽呂利新左衛門のほうび」を考える活

動をきっかけに、授業後半に、９つの和算に触れ、児

童の数学的思考力の育成を図った。いろいろな和算が

あることを提示することで、児童の興味・関心の高

まりを感じた。中学年の段階で挑戦できる和算問題

には内容的な制限はあるが，難解な問題であっても

児童は意欲的に挑んでいた。和算は生活場面と結び

ついているものが多いので，「日常の生活場面で，算

数がこんな風に使えるのか」と，見方を広げながら，

日常の事象を数理的に処理できることを楽しんで



いたようにも感じた。自分が考えた解決方法を仲間

に筋道立てて説明したり、役割を分担しながら一つの

問題を取り組んだりすることで、協働的に学びを深め

ることにもつながっていった。問題場面が分かりやす

く、一方でじっくり考える必要がある和算だからこそ、

このような姿が見られたのではないかと感じた。以下

は、本時の終末で書かれた児童の振り返りの一部で

ある。 

曽呂利算もすごいけど、他の和算を作った人もすご

い！簡単そうで難しかった。 

いろいろな和算を初めて知って、難しかったけど楽

しかった。またおもしろくて、和算に興味を持つこ

とができた。 

今日、日本の算数数学に「和算」があると知って驚

きました。それぞれの計算にやり方やきまりがある

と思うので、自主学習でやっていきます。 

 教科書にある曽呂利算で終わるのではなく、あえ

て少し難しさを感じるような和算を紹介すること

で、子供たちの和算への興味は一気に深まり、「もっ

とやりたい！」という思いいだき、授業は終了した。

この授業内ではやり切れない内容量であったこと

が、授業と家庭学習をつなぐことになった。 

 また今回は、意欲を継続できるよう、和算の取り

組みを、学習支援ソフトを用いて、ビンゴ形式で提

示した。こうすることにより、一つで満足せず「ビ

ンゴしたい！」という意欲から、家庭学習への意欲

に大きくつながった。実際に、授業後の児童の様相

を見ると、家庭での自主学習の中で，和算問題に取

り組む児童が多くいた。和算問題をビンゴ形式で出

題したことで，ビンゴを目指していろいろな種類の

問題に取り組むことができていた。以下は、児童の

タブレットに配信されたビンゴカードである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このように、自分が解いたノートを撮影し、それ

をビンゴカードに添付していった。ノートを使い書

いて計算したことを、ICT を利用することで効率的

にビンゴにつなげることができた。従来のノートを

使った学習とタブレットを使った学習は、このよう

に融合させることで、さまざまなＩＣＴスキルを持

った児童がいる中で、学習の幅を広げることにもつ

ながると考える。 

 

（２）協働的な学び 

◆協働的に学ぶ必然性が生まれる課題提示の在り

方 

小学校第４学年（大日本図書 教科書ｐ154） 

ふくろう先生のなるほど算数教室 

          「曾呂利新左衛門のほうび」 

 

１ 問題提示 

今から４５０年ほど前、曽呂利新左衛門という人

がいたといわれています。ある日、新左衛門はと

の様からほうびをもらうことになりました。 

との様：「ほうびは何がよいか。」 

新左衛門： 

「米を１日目には１つぶ、２日目には２つぶ、３ 

日目には４つぶ、前の日の倍になるように、30 

日間ください。」 

との様： 

「そんなものでよいとは、欲のないやつじゃ。で

は、毎日、家来に運ばせるとしよう。」 

２ 課題 

米つぶは、それほど多くないと考えたとの様の判

断は、正しいのか。 

３ グループ追究 

・立場をはっきりさせるために、その理由を考える。 

① １日目から順に、米つぶの数を求める。 

② ３０日目までの米つぶの数を求め、表にまと

める。 

③ １日に約１００００つぶ食べるとして、多い

か少ないか判断する。 

本時は、「日数」「米粒の数」の２数量の関係から，

規則性を見出し，考察して答えを導き出していく。

ここで【との様の判断は正しいのか】という正誤判

断を問う課題にすることで、仲間との対話が必然的

に生まれた。課題に対して，きまりを基にして３０

日目にもらえる米粒の数を算出したり，米粒の数が



何年分に当たるかを考えたりと，根拠を明確にして

結論付けようとする姿があった。以下は、グループ

追究での内容の一部である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆価値ある対話に効率的に時間をかけるための ICT

の活用 

 本時は、桁数の多い計算が多い。一度で正しく計

算できないことも予想されていた。従来の電卓を利

用すると、桁数の多い計算はすぐにできるものの、

電卓には計算結果しか表示されない。しかし、タブ

レット内の計算ソフトを利用すると、その計算過程

も明示される。すると、正しい結果が得られないと

き、どこに間違いがあるのか、仲間と見合いながら

対話が始まり、効率的に修正することができた。 

 
◆仲間と関わり合いながら学ぶ活動の設定と指導・

援助の工夫 

小学校第６学年 （大日本図書 教科書ｐ136、137） 

読み取る力をのばそう 「どの行き方がいいかな」 

 

 本実践では、ジグソー法による２段階の小集団交

流を仕組んだ。 

小集団交流① 

（同じ条件について考えている児童同士の交流） 

↓ 

小集団交流② 

（異なる条件について考えている児童同士の交流） 

このような活動の中で、つぎのような姿を目指した。 

教科書に登場する３人が提示する条件に合った行 

き方について、自分の考えをロイロノートに表し、 

それをもとに仲間と交流する活動を通して、自分の 

考えを説明したり、仲間の考えを解釈したりするこ 

とができる姿 

このように実践することで、以下のような成果や課

題が得られた。 

（成果） 

○同じ条件について考えている児童同士が交流

できるようにし、選んだ行き方の根拠を確かに

することを視点として示したことで、自分の考

えを確かにしたり見直したりする姿、互いの説

明を補完し合う姿があった。 

○既習内容の「樹形図」を想起できるようにする

と共に、全部で何通りの行き方があるかを確か

めたことで、さまざまな行き方があることやそ

の中から行き方を選択していることを、樹形図

を使いながら俯瞰して捉える児童がいた。また、

交流を通して、樹形図を使った仲間の考えを自

分の考えに取り入れる児童がいた。 

○異なる条件について考えている児童同士が交

流できるようにし、それぞれの条件に合う行き

方として妥当かどうかを検討するようにした

ことで、かかる時間や代金を根拠にして、図を

使いながら具体的に説明することができた。ま

た、仲間が選んだ行き方が条件に合っているか

を確かめながら聞いたり、曖昧な部分を問い返



しながら聞いたりすることができた。 

 （課題） 

●個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充

実において、ICT（ロイロノート）を活用して、

仲間と考えを共有し、共通点や差異点、疑問点

などを基にして交流したい仲間を自分で選ぶ

ことができるようにすることも考えられるの

ではないか。また、仲間との対話を通して、自

分の考えがどのように変容したか（確かになっ

たり、見直したり、広がったりしたこと）を自

覚できるようにする手立ても考えられるとよ

い。 

●提示する条件を意図的に曖昧なものにしたり、

児童が自由に自己選択できるようにしたりす

ることで、明らかにしたいことや迷いを生み出

し、仲間との対話的な学びに必然性が高まった

のではないか。 

 

◆立場を明確にし、協働的な学びを効率よく進める 

ICTの活用 

 

小学校第３学年   単元「分数」 

 

学習支援ソフト（SKYMENU）にある「ポジショニン

グ」という機能を活用し、児童の思考を可視化し、

共有することによって、目的意識のある交流にする

ことをねらいとしている。ポジショニングを利用す

ることで「立場を明確にした思考の可視化」ができ

る。 

本実践では、分数の計算方法について、どのよう

に考えたかポジショニングで思考を可視化した。リ

ットルマスの図・数直線・言葉や式で自分の考えを

ポジショニングし、それをもとに交流した。たし算

の時間は同じ考えの人と交流する（考えの確認・強

化）、ひき算の時間は違う考えの人と交流する（考え

を広げる）、このように目的意識のある交流が可能

となった。また、考えがもてない場合には真ん中に

ポジショニングをすることを事前に伝えることで、

個別の支援が容易になった。以下は、実際の授業に

おける児童のちらばりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 時代が大きく変化し、新しい教育の在り方につい

て叫ばれている今であるが、算数・数学の学問とし

ての不易な部分にこそ、子どもたちがこれからの時

代を生き抜くために大切なことが含まれている。だ

からこそ、コロナ禍において急速に普及したタブレ

ットなど ICT機器も有効に利用しながら、より効果

的に「個別最適な学び」「協働的な学び」が実現でき

るよう、今後もさらに研究を深め、実践を重ねてい

きたい。 

 

 

［参考］ 

本実践に使用した学習支援ソフト：ロイロノート 

                SKYMENU 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 参考資料          第６学年実践 学習指導案 

場 所：多治見市立養正小学校 

                              授業者：岡田 尚樹教諭 
 

１ 単元名「場合の数」（大日本図書 教科書ｐ136、137）読み取る力をのばそう「どの行き方がいいかな」 

２ 単元のねらい  

   並べ方や組み合わせ方を考える活動を通して，起こり得る場合を図や表などを用いれば分かりやす

くなることに気付き，順序よく整理して調べることができる。 

３ 本時のねらい（９／９） 

条件に合う順序を考える活動を通して，起こり得る場合を順序良く整理すればよいことに気付き，目

的に合った行き方を選ぶことができる。  

４ 本時の展開                    

 学 習 活 動 指導・援助 

つ

か

む 

①問題提示(教科書 P136) 

 

 

 

 

 

②1人目を全体で行う。 

代金：560＋440＋210＝1210円 時間：27＋15＋20＝62分 

 

 

①問題の図を提示することで，児

童が既習の内容と異なる点を理

解できるようにする。 

 

②一人目を全体で考えることで，

児童が，問題の図が表している

意味を理解し，代金や時間の見

方を理解できるようにする。 

深

め

る 

③みきさんの条件を提示(個人追究･全体交流) 

・暗い道を使いたくないから，徒歩あは，使えないな。 

・できるだけ安いほうがいいから，バス→電車 B→徒歩い 

・代金は 350＋400＝750 750円 

・時間は 30＋25＋16＝71 71分 

④他の 3人の条件を提示(個人追究) 

 

 

 

 

 

 

 

⑤３人交流 ３人とも異なる人の説明をする。 

・おばあさんの行き方がみんな同じ考えだったな。 

・こうたさんの行き方が 1000 円以内でこの時間が一番早いのであっ

ているか心配だな。 

⑥全体交流 

③④考えがもてない児童に対して

は，まず始めにきぼう町から目

的に合う道はどうすればよいか

を問いかけ，見通しをもてるよ

うにする。 

 

⑤樹形図をもとに，考えをまとめ

め，それぞれの考え方の共通点

などを理解できるようにする。 

ま

と

め

る 

⑦まとめ 

 

 

 

⑧練習問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題 条件に合う行き方を考えて、説明しよう。 

・条件に合うルートをしぼって考えていけば，正解のルートが分

かった。 

・樹形図で考えると，全部の通りが分かるから，自分の考えたル

ートが正しいことが確認できるな。 

評価規準 条件に合った行

き方を図などを使って根拠

を明確にして考えている。 

 

おばあさん 

タクシー→電車 A→バス 

980＋ 440＋ 210＝ 1630 

1630 円 

10＋15＋20＝45 45 分 

けんすけさん 

バス→電車 A→徒歩あ 

350＋440＝790 790 円 

30＋15＋12＝57 57 分 

こうたさん 

モノレール→電車 A→徒歩あ 

560＋440＝1000 1000 円 

27＋15＋12＝54 54 分 
★仲間と関わり合いながら学

ぶ活動 

 
［3 人の条件にあった行き方の考
えをロイロノートに書き、それ
をもとに仲間と交流する活動
を通して，その行き方を理解
し，説明ができる姿］ 

・ロイロノートに自分の考えを書
き込むことで，課題解決に向か
い思考の整理をする。 

・１人ずつ異なる人物の説明をす   
 ることで，分からない所があっ 
 たら，相談したり互いの考えを 
 確認しあったりして問題を解 
 決していき，主体的に学べるよ 
 うにする。 

きぼう町から，となり町の図書館に行くのに、次の図のように、

乗り物を使ったり，歩いて行ったりする方法があります。次の５

人の条件にあう行き方を考えよう。また，そのときの代金とかか

った時間も求めよう。 

条件に合った行き方を考えるには，樹形図に表したり，行き方を

しぼったりして考えるとよい。 

自分だったら，どんな行き方をしますか。理由も含めて考えまし

ょう。 



第４学年実践 学習指導案 

場 所：岐阜市立長良西小学校 

授業者：福山 勇希教諭 
 

１ ふくろう先生のなるほど算数教室(大日本図書 教科書ｐ154）曽呂利新左衛門のほうび 

    

２ 本時のねらい 

   １→２→４→８→16……と、数を倍にしていくと大きな数になることに気づくことを通して、数や計

算への興味・関心を高める。 

３ 本時の展開 

時間の見通し 学習活動 備考 
 
 
 
 
 
 
 
 
～５分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
～25分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
～40分 
 
～45分 

１ 問題提示 
今から４５０年ほど前、曽呂利新左衛門という人がいたとい
われています。ある日、新左衛門はとの様からほうびをもら
うことになりました。 
との様：「ほうびは何がよいか。」 
新左衛門：「米を１日目には１つぶ、２日目には２つぶ、３

日目には４つぶ、前の日の倍になるように、30日
間ください。」 

との様：「そんなものでよいとは、欲のないやつじゃ。では、
毎日、家来に運ばせるとしよう。」 

２ 課題 
米つぶは、それほど多くないと考えたとの様の判断は、正し
いのか。 
３ グループ追究  協働的な学び 
・立場をはっきりさせるために、その理由を考える。 
④ １日目から順に、米つぶの数を求める。 
⑤ ３０日目までの米つぶの数を求め、表にまとめる。 
⑥ 規準を決め（１日に約１００００つぶ食べるとして）、多

いか少ないか判断する。 
 

４ 和算の説明 
 
５ 和算に取り組む 

（ア）つるかめ算 

（イ）油分け算 

（ウ）小町算 

（エ）旅人算 

（オ）分配算 

（カ）船つみ算 

（キ）馬乗り算 

（ク）方陣 

 
・グループごとに取り組む問題を選び挑戦する。協働的な学び 
・答えは、各自が見られるように準備。自分達で答え合わせし、
自分のペースでどんどん次に進めるようにする。個別最適化 
・ビンゴカードを配布し、できた問題をチェックしていく。授
業時間内にできなくても、自主学習などで取り組んで、ビン
ゴをねらうよう促すことで、授業と家庭学習をつなぐ。個別
最適化 

 
６ ふりかえり 
和算に挑戦して、感じたこと考えたことを共有する。 

 
正誤判断の課題を提示するこ
とで、判断の基準が必要にな
ることに気づき、基準を設定
しようとする。 
 
電卓が使いたい場合は、タブ
レットにある電卓を利用す
る。（タブレットの電卓だと、
桁数が増えても対応できるた
め） 
 
計算量が多く、時間も限られ
ているため、グループで対話
しながら分担してチャレンジ
する。 
 
和算 
日本人が独自に研究、発展さ
せた数学 
 
答えはあらかじめ準備してお
き、できたグループから、答え
合わせをし、どんどんチャレ
ンジしていく環境を作る。 
 
計算の過程、試行錯誤した跡
を残すよう指導する。 
 
ICTを必要に応じて、ICT環境
に合わせて利用する。 
 
 
 
 
和算のおもしろさ、家庭学習
につなげる意欲を価値づける
ようにふりかえりを共有す
る。 
 

 

ア ク カ 

オ 曽呂

利算  

エ 

ウ キ イ 

評価規準 規則性に気づ

き、計算の不思議さに興

味・関心をもっている。 

 



〈和算で使用した学習プリント〉 

 

 
 



 

 

 

 


